
1 

ナゴヤ子ども応援会議 会議録  

（司会者山田麻琴） 

 さて、ここからは第二部です。ナゴヤ子ども応援会議を開会します。 

 『ナゴヤ子ども応援会議』とは、市長が主宰して、市長と教育委員会が、共

に名古屋の教育について開かれた場で話し合うための総合教育会議として、法

律で設置を義務付けられた会議です。昨年５月に設置されました。 

 名古屋市では、名古屋の子どもたちの人生を応援していきたいという市長の

熱い思いを込めて『ナゴヤ子ども応援会議』という名称を付けています。 

 この会議で話し合い、合意された内容については、市長と教育委員会が共に

その内容を尊重し、実現に向けて努力していくことが求められています。名古

屋の教育にとって大切な話合いの場ということですね。 

 さあ本来であれば、市長の主宰ですから、市長のご挨拶をと思ったのです

が、本日、公務の都合上、少し到着が遅れているということで、市長が到着し

次第、ご挨拶を皆様にさせていただきたいと思います。 

 それでは、会議を進めていきたいと思います。 

 まず始めに「ナゴヤ子ども応援大綱に基づく施策の現状について」です。 

 スライドを使ってのご説明となりますので、委員の皆様方にも、客席からご

覧をいただいております。 

 本件は、教育委員会から説明をお願いします。 

（事務局） 

 ナゴヤ子ども応援大綱に基づく施策の現状についてご紹介いたします。 

 ナゴヤ子ども応援大綱とは、法律により、全ての地方公共団体の首長が定め

ることとされた地域の教育、学術、文化の振興に関する総合的な施策の大綱

で、本市では、昨年５月２４日に策定しました。 

 この大綱では、「日本で１番子どもを応援するマチ ナゴヤ」の実現のた

め、４つの柱を設け、本市の目指すべき教育の方向性を示しています。 

 市長と教育委員会は、この大綱を共に尊重し、大綱の実現に向けて努力して

いくことが求められています。 
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 本日は、この４つの柱について、簡単にご説明するとともに、それぞれの柱

に込められた理念の実現のための取組の一例をご紹介いたします。 

 大綱の第一の柱は、「教育をエデュケーションへ」です。これは、エデュケ

ーションの語源、「外に引き出す」の精神のもと、子どもが考え、自ら学ぶ授

業を推し進め、子どもたちの「生きる力を引き出す」ことを目指します。 

 本市では、子どもたちが自ら課題を解決する生きる力を育てるよう、従来型

の一斉授業だけでなく、児童・生徒同士の意見交換や付箋・ホワイトボードな

どを使った話合い、自分の意見を効果的に伝えるスピーチの方法や、立場を明

らかにした討論など、主体的・対話的な学習活動を通じて、社会で活躍するた

めの幅広い学力を伸ばす取組を進めています。 

 大綱の第二の柱は、「なごやっ子の育ちと針路を応援する仕組みを確立」で

す。これは、多様化・複雑化する子どもの悩みの解決から将来の針路の応援ま

で、子どもたちの人生を丸ごと応援するものです。この方針の達成のため、日

本初の常勤の専門家チーム「なごや子ども応援委員会」の充実に努めていま

す。 

 なごや子ども応援委員会は、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワ

ーカー、スクールアドバイザー、スクールポリスの４職種の職員が、学校の教

員と協働して活動し、専門的見地から子どもたちが抱える問題の未然防止や早

期発見、個別支援を行う日本初の制度です。 

 なごや子ども応援委員会は、平成２６年度に市内１１ブロックの１１中学校

で始まり、現在は、この１１校に加え、さらに２５中学校にスクールカウンセ

ラーを常勤させるなど、拡充を進めています。 

 応援委員会の活動内容については、この後、実際に応援委員会で活動してい

るスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーによる活動報告を予定

しています。 

 また、貧困問題に起因して深刻化する子どもの問題に取り組むことを述べて

います。 

 貧困問題など困難を抱えた子どもたちへの取組は、健康福祉局や子ども青少

年局など、市長部局において行っていますが、そのための学習支援事業などに

は、教育委員会でも基礎基本の定着を目的とする学習指導を行い学力の二極化
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に対応するなど、子どもたちのサポートを行い、貧困対策事業に対して学校と

情報共有や連携を進めます。 

 大綱の第三の柱は、「歴史や文化を大切にする心を育み、世界にはばたく力

を育成」です。これは、郷土の歴史や文化に誇りを持ち、自らのアイデンティ

ティを確かにもってグローバル社会で活躍できる人材を育成しようとするもの

です。 

 教育委員会では、子どもたちが郷土に愛着を持ち、将来の名古屋を担う人材

を育成するため、教科書にはない名古屋の歴史や文化を学んだり、平成３０年

度を目標に中学生が授業で活用できる副読本の作成を予定したりするなど、郷

土の歴史学習の充実を図り、自らのアイデンティティの確立を目指します。 

 また、児童・生徒の発達段階に応じて、海外留学生を招いての異文化理解の

ための活動やインターネットを活用した交流、英語漬けの合宿イングリッシュ

キャンプや市立高校生をドイツやマレーシアに派遣しての企業実習など、学校

教育の中に様々な活動を取り入れ、異文化への深い理解と国際社会で通用する

知識やコミュニケーション能力を持ち、主体性や積極性、チャレンジ精神など

を兼ね備えたグローバル人材の育成を進めています。 

 大綱の最後の柱は、「名古屋市教育振興基本計画の重点的取組事項を力強く

推進」です。これは、この大綱の理念を具体的に実現していくため、本市の教

育分野全般に関する具体的・体系的な事業を定めた名古屋市教育振興基本計画

の着実な実施を図るものです。 

 名古屋市教育振興基本計画とは、学校教育のみでなく、教育環境の整備や教

員の資質向上、家庭・地域との連携や生涯を通じた学びなど、本市の多岐にわ

たる教育の施策に関する基本的な計画として策定されています。 

 名古屋市教育振興基本計画には、５つの基本的方向とその実現を図る１９の

施策、施策を構成する約１５０の事業が定められています。教育委員会では、

これらの全ての事業について、外部の有識者からもご意見・ご助言をいただき

ながら、毎年進捗管理のため、事業の達成度を数値化するなどして評定をつ

け、「事務の点検評価」として公表しています。 

 ２７年度の点検評価では、おおよそ７割の事業が順調に進捗していました

が、約１割で事業の進捗の遅れが見られるなどの課題もありました。 



4 

 なお、個別事業の進捗状況については、本市ホームページにて公表しており

ますので、是非ご覧ください。 

 また、「学校トイレさわやか改修」を始め、大綱に特に記載された事業につ

いては、市長と教育委員会双方の尊重義務のもと、力強く進めていきます。 

 次に、昨年発生した市立中学校男子生徒の自死を受け、この件について開催

された名古屋市いじめ対策検討会議と、同会議の報告を受けた教育委員会の対

応について、ご説明いたします。 

 昨年１１月、市立中学校男子生徒が「学校や部活でいじめが多かった」との

書き置きを残し、自ら命を絶つという、痛ましい出来事がありました。 

 本市では、発生後、ナゴヤ子ども応援会議、教育委員会を緊急開催するなど

情報の把握・対応に努めるとともに、１１月１８日、いじめ対策検討会議に事

案の調査と検討を諮問しました。 

 いじめ対策検討会議とは、いじめ防止対策推進法に基づき設置された教育委

員会の附属機関であり、いじめ防止の対策を検討するほか、本件のような重大

事態における事実関係について、調査を行い、教育委員会に対し答申を行う機

関です。この会議は、外部の有識者で構成され、精神科医や臨床心理士といっ

た児童心理の専門家や社会福祉士など福祉の専門家、弁護士、元校長など多様

な専門性を持った委員による話合いを行います。 

 いじめ対策検討会議では、これら各委員の専門的見地に基づき、１１月１８

日の会議開催以後、９か月余りにわたり、通算１５回の会議や遺族・教職員、

その他多数の関係者からの聞き取り調査を行ってきました。 

 そして、これらの調査・検討を経て、今年８月３１日、いじめ対策検討会議

より本件に関する答申がなされました。 

 この答申では、当該生徒に対するいじめ行為や当該生徒が苦痛やストレスを

感じていた行為・出来事などの自死の要因や、自死直前の当該生徒の心情など

の経緯を認定し、学級・部活動・学校全体の状況と担任や顧問の指導など、背

景事情と問題点を指摘したうえ、再発防止に向けた提言を行っています。 

 再発防止に向けた提言としては、始めに、的確な児童・生徒理解とそれを踏

まえた状況把握及び指導のための体制の必要性、すなわち子どもたちを多くの

目できめ細かく見て指導することができる体制、多様な専門性を持った職員が
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児童・生徒に多面的に関わることのできる体制、ハイパーＱＵを始めとする各

種調査の有効活用とそのための体制の必要性を指摘しています。 

 次に、いじめや自死の防止に寄与する教育・指導の推進として、いじめ防止

教育、自殺予防教育の継続的な実施、心の健康を育む実践的な教育活動の充

実、基礎となる人権教育・道徳教育の重要性の再確認に取り組むことの重要性

を述べています。 

 さらに、部活動における指導・運営体制の充実として、部活動の意義の再確

認、指導者の適切な配置、技術指導における専門性の向上と外部人材の活用が

重要であると指摘しています。 

 最後に、全体を通じて、教師がより信頼される存在になることや、学校全体

として経営的視点を再確認することを求めています。 

 これら再発防止の提言を受け、今年９月２日、教育委員会として報告書を公

表しました。また、報告書に基づく教育委員会の対応としては、１０月５日付

けで、報告書の内容の共有・校内体制の見直し・改善など対応を指示する通知

を各学校に送付しました。 

 この他、よりよい学校生活と友達づくりのためのアンケートであるハイパー

ＱＵの有効活用、道徳教育・人権教育の充実、自殺予防教育の促進などを実施

してまいります。 

 それぞれの対応について、ご説明します。 

 「報告書の内容の共有・校内体制の見直し・改善」では、報告書について、

全ての職員が共有することと、各学校における職員間研修を通じた共通理解を

図り、点検活動表による校内体制の点検と改善を求めることなどを依頼しまし

た。 

 次に「ハイパーＱＵの有効活用」についてです。「ハイパーＱＵ（学校生活

アンケート）」とは、標準化された心理テストで、学校生活における子どもた

ちの意欲や満足感、集団としての学級の状態を測定します。 

 ハイパーＱＵは、多角的な分析により、クラスに自分の居場所を感じられな

いなど学校生活に不満足な児童・生徒や、友人・学級との関係などで意欲の低

下した児童・生徒などを客観的に把握でき、保護者や教員、応援委員会など関

係者が情報共有することができるため、いじめや不登校の未然防止と早期発見
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やより良い学級集団づくりに役立ちます。また、年間複数回のハイパーＱＵを

実施することにより、措置対応の効果測定が可能になるなどの効果が期待でき

ます。 

 年２回実施しているハイパーＱＵについて、実施状況の調査分析を行い、分

析結果を踏まえた改善点の周知と今後の活用のあり方について、学校へ情報提

供を行ってまいります。 

 「道徳教育・人権教育の充実」では、いじめ防止教育プログラムの内容を基

に、道徳の授業に関する資料の作成・配布を行います。また、効果的な道徳教

育のためのハンドブックの作成の検討、いじめのない学校づくり、なごやＩＮ

Ｇキャンペーンを通じた人権感覚の醸成などに取り組んでまいります。 

 さらに「自殺予防教育の促進」では、自殺予防講演会の実施、中学生・高校

生を対象にするストレスマネジメントのための授業の実施、健康福祉局とも連

携した自殺予防のためのＤＶＤを活用した授業の検討など、自殺予防教育を計

画的・効果的に実施してまいります。 

 この他にも、「名古屋市いじめ防止基本方針」の見直しと、それを踏まえた

各学校の「いじめ防止基本方針」の見直し・改善や、子どもたち同士のつなが

りを強める取組の拡充に努めてまいります。 

 悲しい出来事を二度と繰り返さないために、今回の報告書の提言を踏まえ、

強い決意を持って再発防止に取り組んでまいります。 

 以上で、ナゴヤ子ども応援大綱に基づく施策の現状についての説明を終わり

ます。 

（司会者） 

 どうもありがとうございました。これら教育委員会の取組については、この

後のパネルディスカッションにて、委員の皆様方にお話を伺ってまいりたいと

思います。どうぞよろしくお願いします。 

 さあ、そして、市長が到着したようです。ここで、河村たかし名古屋市長か

ら皆様にご挨拶を申し上げます。市長、よろしくお願いします。 
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（河村たかし名古屋市長） 

 はい、それでは、品の悪い男でございまして申し訳ございません。遅れまし

て、ｓｏｒｒｙ ｔｏ ｂｅ ｌａｔｅ。すいません。 

 あの名古屋は、教育はペケにしてエデュケーションでいこうということでや

っとりますけど、大変な挑戦を実はやっとりましてですね。マスコミがついて

これへんでいかんわな、本当に。いじめ問題を含めですね、あのよう分からん

ですけど、あとで議論がありますけどね。 

 ２、３日前にもびっくりこいたのは、児童の優良表彰制度というのがあるん

だな、本当に。これもびっくりこきましたで、私。優良表彰制度っていうの。

学校が大体４００ありますけど、名古屋は、幼稚園から高校まで入れると。そ

の中の百七十何人ですか、これを優秀な人を誰かが選ぶっちゅうんですから

ね。えりゃあことをやっとるもんだと言って、舞台の袖で、そいじゃ、わしが

中学校だった時、昭和２３年生まれで、誰が選ばれたんか、いっぺん調べてく

れ言うて、言いましたけど。 

 いろいろ言いましても、しかし戦争で負けたでしょうがないという議論出て

くるんです。大変な苦労の時代だったですから、やっぱり日本は。僕は昭和２

３年生まれです。だから、アメリカ型のエデュケーション、ええとこを伸ばす

と、応援するという思考に届かなかったんではないかと、お上・下々で、とい

う感じはせんでもないですね。自分の小さいときのことを思うと、ぎょうさん

子どもがおりましたから。とにかく、団塊の世代で、どえりゃあ子どもで。そ

れこそ、そうあんまり細かいｔａｋｅ ｃａｒｅというか、あんまりそう記憶

がないですね。生きていくが精一杯の時代だったという中でございますので、

あんまり文句言っちゃしょうがないですけど。 

 こないだも言いましたように、私はあんまりいばるものがだいたい元々嫌い

ですので、中学校時代は柿泥棒の主犯をやっとりましてですね。だから、とに

かく大ゲンカやってました、学校の先生と。なんだあ、言って。何が悪い、言

って、いたずらですけどね、要は。みんなで集まりまして。わしがよう言っと

ったのは。柿泥棒といってもほとんど渋柿で。やった人は分かると思いますけ

ど。だけど大曽根の辺でも、ようけ柿の木が生えとってねえ、子どもを誘惑す

るわけですわ。それで、みんなで、３パートに分かれて、一人は外で見張っと
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る奴、乗り越える奴、あと木に登って実際に取る奴、ということで。たまに甘

い柿がある。その時に、だけど絶対売ったらいかんぞ、言って、八百屋に、と

言っときましたけど。一人わしの仲間で、今、居酒屋やっとりますが、大の親

友で、よう行きますけど、これが八百屋に売りやがってね。買う八百屋も八百

屋で。ほんで、それで足がついて。あの時の桜丘中学校の校長、江尻保之助っ

て名前までおぼえておりますけど。呼び出されて。お前、とんでもにゃあ、柿

泥棒とは何だ、退学にする、と言われて。先生、やっぱりねえ、義務教育に退

学はおかしいんじゃないの、と言ったらどえりゃあ怒ってました、校長。 

 僕らの時代は、そういう風だったんですけど。しかし名古屋の今回の挑戦で

すね。子ども応援委員会という名前がついとりますけど、それに限りませんけ

ど、いじめばっかりじゃなくて。あと、西山久子さんどこにおるか分からんけ

ど、高原さん、そこにござるけど。西山さん、ああござるね。 

 私が、ロサンゼルス行って、誰も褒めてくれへんけどね。ほんとに、ロサン

ゼルスへ、こないだ立花さんという商工会議所の副会頭が行ったらしいんで

す。そしたらロサンゼルスの副市長が、河村さんみたいな人は初めてだと。要

するに、本当に来て、普通は写真を撮ってくばっかだと。ちゃんとロサンゼル

スの、ちゃんとゲットしてですね、内容を。名古屋でやろうとしとると。びっ

くりしましたよと、と言っておられましたけど。そんなことで。 

 私も正直言うと知らなかったですよ。アメリカにおいて、そういうその、教

育の、サブジェクトですか、数学とか、英語とか社会とかそういう教科を教え

ない先生がいる。人生の応援団みたいな、大きくなったら何になるのとね。び

っくらこきましたね、本当に。ほとんどだれも知りませんよ、日本中でこんな

こと。これ議会の質問なんてありません。テレビ見たって、誰もそんなこと言

いません。教員なんか何にも、一言も言いやせん。また後で言いますけれど

も。現代の七不思議が、こんだけ名古屋に１万人おるんでしょう、教員の、先

生。ほんで、今までに何十万人といたんでしょう。日本中で何人いたの。その

人たちが、なぜ、少なくとも、採用するかせんかはどっちでもええけども、ア

メリカでは、実は、こういう教科を教える先生じゃない、それはパートタイマ

ーじゃなくて、ちゃんとした正規の先生がおって、人生を応援しとるんだとい

うことをなぜ言わないんだと。ということは、本当に現代の七不思議じゃない
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けれども、大変に謎なことですね。 

 もう一つ言っておくと、今、名古屋がこれだけ大変いいのも、トヨタ自動車

のおかげでどえらい景気がいいまちで。正直言いまして、トヨタ自動車はどう

いうことだったか言いますと、やっぱり昔は、まだまだ、全然。モデルＴ、フ

ォードとかが圧倒的に強かったので、全部車をバラバラに分解してですね、ア

メリカの車を。一個一個部品を全部チェックして。また、これアメリカ人って

立派で、これ許したんでね。ほんで、追い着け追い越せということで、今の日

本、特に名古屋をつくっていってくれたと。 

 ということで、私は役所で言っているんです。お互いにノーベル賞取ったわ

けでもない、ろくでもにゃあ大人しかいないんだって。これは、私は零細企業

やっとるから分かる。同業他社がどういうことをしているのか、そういうこと

を必死になって勉強するんですよ。潰れちゃうから。だから、私はアメリカで

どういうことをやっているんだと。いじめだとかそういうことをね。まあ、西

山さんに言わせると、いじめだけじゃなくて、スプートニク・ショックでソ連

の人工衛星に負けたと、アメリカが。その時に、家貧しくして孝子出ずという

ことで、そういう風で発掘する、そっちも大きかったんだよ、と言ってました

けど。まあ、そういうことをやらないかんですわね。 

（司会者） 

 そうですね。第Ⅰ部で、斎藤教授が、戦後の日本ってすごかったという、そ

の時代じゃないですか、市長って。 

（河村市長） 

 そういう時代ですよ、私は。教育ってあらへんがね。 

（司会者） 

 そのパワーがある人たちが、これからの子どもたちの未来をつくっていくと

いうことで。 

 たぶん市長このままだとずっとしゃべってらっしゃると思うんですよ。是非

また後ほど。 



10 

（河村市長） 

 だから、アメリカならアメリカのやっぱりええところを学ぼうという気持ち

がないといかんわ。ということになると、よういうと実は、子どもをほんとに

応援するいう気持ちがないんじゃないのと。トヨタはいい車を作ろうと思っ

た、潰れるから。残念だけど、そういうことになりますよ、と。そういうこと

を私は言いたいんです。だから、名古屋の挑戦というのは大変に重要なところ

にきているので、だから失敗しないように。これを。ちゃんとものにしていか

ないかん。 

（司会者） 

 はい。モデルケースになっていくと。 

（河村市長） 

 いやいやそらもう間違いないですよ。けど相手方がおるもんで。潰されんよ

うにしないかんですわ。 

 ということを、まあ、つくづく考える日々でございます。Ｔｈａｎｋ ｙｏ

ｕ ｆｏｒ ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ。 

（司会） 

 はい。どうもありがとうございました。また後ほどよろしくお願いいたしま

す。ありがとうございました。 

 さあ、それでは続きまして、「なごや子ども応援委員会活動報告について」

に移ってまいります。 

 先ほどもご紹介しました、なごや子ども応援委員会の活動について、本日

は、実際に現場で日々活動されておりますスクールカウンセラー前田悦子さ

ん、そして、スクールソーシャルワーカーの山内美砂さんのお二人に来ていた

だいています。よろしくお願いいたします。 

それでは、本日は、お二人から、子ども応援委員会での活動のご紹介、よろ

しくお願いいたします。 
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（前田悦子スクールカウンセラー（ＳＣ）） 

 皆さん、こんにちは。檀上から失礼いたします。なごや子ども応援委員会、

スクールカウンセラーの前田と、 

（山内美砂スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）） 

スクールソーシャルワーカーの山内です。 

（前田ＳＣ・山内ＳＳＷ） 

 よろしくお願いいたします。 

（前田ＳＣ） 

 本日は、なごや子ども応援委員会の概要や実際の活動について、報告させて

いただきます。 

 「なごや子ども応援委員会」は、平成２６年度、名古屋の子どもの今と未来

を守るための組織として生まれました。まずはじめに、その誕生について、経

緯をお伝えしたいと思います。 

 名古屋でも、自死事案がありました。本市の河村市長はこの子どもの自死事

案に心を痛め、未来ある子どもを守り、育てるためには一体、何かできないか

と模索されている中、本市の姉妹都市であるロサンゼルスの学校の視察に行か

れました。ロサンゼルスを始め、アメリカの学校では、スクールカウンセラー

やソーシャルワーカーが、学校に常勤として配属されております。教鞭をとる

教師とはまた別に、専門的な立場から、子どもの健全育成に関わっています。

この制度を参考にしながら、ここ名古屋で、教員と協働しながら、子どもを守

る制度を作れないだろうかという動きが始まりました。 

 子どもたちを取り巻く環境は複雑になっており、どんどん変化を遂げており

ます。その問題も複雑多岐にわたり、問題解決の背景には、様々な要因が絡み

合っています。この問題を解決していくためには、教員という一つの職種だけ

ではなく、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、スクールア

ドバイザー、そしてスクールポリスという４つの多職種からなるチームを作

り、チームで応援していくことが、より問題解決に近づくのではないかという
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考えから、応援委員会が発足いたしました。 

 今述べましたように、なごや子ども応援委員会は、４職種からなる専門家チ

ームです。スクールカウンセラーとスクールソーシャルワーカーにおきまして

は、後ほど活動報告をさせていただきますので、ここでは、スクールアドバイ

ザーとスクールポリスの説明をさせていただきます。 

 スクールアドバイザーは、学校に対する外部からの意見や要望への対応、地

域や家庭との連絡調整をいたします。スクールポリスは、警察官ＯＢで、学校

内外における見守り活動をし、必要に応じた警察との連携をいたします。 

 この４職種からなる子ども応援委員会は、チーム力を発揮し、子どもを中心

として、家庭、学校、地域、関係機関をつなぎ、子どもが安全に安心して暮ら

していけるようにと支援をしています。 

 次に子ども応援委員会の設置状況についての報告をいたします。 

 ご覧のように名古屋市には、小中学校合わせて３７１校、児童・生徒約１６

万人が在籍しています。１６の行政区を基本に１１ブロックに分け、１１の中

学校を設置校として応援委員会職員を配置いたしました。また、常勤の応援委

員会スクールカウンセラーを単独配置している中学校、配置校を今年度は２５

校設けました。この設置校や配置校を中心に、名古屋で育つ児童・生徒の支援

活動をしています。最終的には、名古屋市の全中学校に常勤のスクールカウン

セラーを配置できるようにと考えています。 

 子ども応援委員会スクールカウンセラーの活動について、紹介したいと思い 

ます。 

 スクールカウンセラーは、児童・生徒の不登校や、学校内外での種々な問題

行動などに対し、専門的な心理学知識や心理援助知識を持って、相談業務を行

っています。また必要に応じ、医療機関とも連携をとります。教職員とは異な

り、成績などの評価は行わず、保護者や他の教職員の方とも利害関係のない第

三者的な立場にあります。外部性を保ちつつも教員との連携をとっておりま

す。そして、互いの専門家としての立場から見た生徒像を併せていくことで、

生徒を多面的・立体的に見ていくことをしております。 

 ここで、活動例として、中学校になり、学校を休みがちになっている生徒の

例を紹介したいと思います。もともと対人不安や緊張の高い生徒で、小学校の
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高学年から不登校になりました。応援委員会はこの生徒が小学生の時から小学

校や保護者と関わりを始めました。本生徒とも面識がございます。中学校に入

り、中学校の担任と折に触れて相談を繰り返しました。担任はクラス内での生

徒の見守りや声掛けを増やしてくださいました。また、生徒が担任に不安を訴

えたときに、子ども応援委員会の部屋に連れてきてくださり、そこで少し休憩

をとり、話をし、緊張を軽減させながら担任と協働してクラスに戻していくと

いう体制を取りました。その一方で、スクールカウンセラーは母親との面談を

行い、学校と家庭との協力関係を整えてまいりました。現在、この生徒は応援

委員会の部屋に来ることもなく、元気に登校できるようになりました。 

 このように、クラス全体とその中にいる生徒を見守りつつ教育していく教員

と、個々の児童・生徒の背景にある心理的な要因を把握し、それに対して支援

をしていくスクールカウンセラーが、共に分業・協働しながら生徒の支援に当

たっています。 

 さて、悩みやストレスは個人を押しつぶしてしまうときがあります。しか

し、子どもたちは悩みやストレスを乗り越え、自分を大きく成長させていくこ

とができます。子ども応援委員会は、日常の見守りを通し、個人を押しつぶし

てしまうような事態には早期に気づき、教員とともに児童・生徒が自分自身で

問題への対処能力を身につけていけるようにと支援をしています。 

 子ども応援委員会スクールカウンセラーならではの取組について、具体的に

説明をさせていただきます。 

 まず最初に、未然防止活動です。友人に対する言葉かけや携帯電話の使い

方、とりわけラインなどの問題が生じてきました。相手も自分も大切にするコ

ミュニケーションの方法、ソーシャルスキル、それらを中心とした心理教育、

ストレスマネジメントや怒りのコントロールに関する心理教育など、心の健康

を守り、問題を未然に防止するための授業の支援をしています。また、生徒会

活動の場など、授業以外の課外活動の場で、いじめ予防のグループエンカウン

ター実施の手伝いもしています。 

 次に教員との連携です。先ほどもスライドでありましたが、名古屋では、小

学校高学年と中学生対象に年に２回、ハイパーＱＵという、学校生活アンケー

トを実施しています。このアンケート結果を分析し、教員と情報共有をしま
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す。日々の観察から見られる児童・生徒像と検査結果を基に相談をしていく中

で、生徒をより深く理解し、学校での生活がより充実したものになるようにと

支援しています。その他にも折に触れ、先生方とは、情報共有をし、生徒の見

守りや、いろんなアドバイスを行っているところです。 

 最後に「針路」探しの支援です。針路は、単に進学先をどこにするというよ

うな目先のものではなく、今後歩んでいく将来までも見据えた「かじ取り」の

ようなものです。山登りのようにたどり着く先をきちんと持っていると、私た

ちは例え遠回りでも、どんなにつらくても、道に迷うことなく、前に歩んでい

くことができます。子どもたちが自分らしい針路を見出せるように、子ども応

援委員会はチームとして子どもを見守り、また、相談や支援を行っています。 

（山内ＳＳＷ） 

 「子ども応援委員会」におけるスクールソーシャルワーカーがどんな活動を 

しているか、お話ししたいと思います。 

 まず、スクールソーシャルワーカーという言葉自体になじみがないと思いま

す。活動する中でも、「何をする人？何をしてくれるの？」と問われることが

よくあります。２００８年から文部科学省の活用事業が始まりましたが、仕事

内容や活用方法がまだ十分に理解されていないのが現実です。ソーシャルワー

カーは医療や福祉の現場などで制度や機関、人を結び、支援を調整して相談者

の生活を良くしていく仕事をしています。なぜ、ソーシャルワーカーが学校に

必要になってきたかというと、現在社会で起きている様々な問題が、子どもた

ちの問題として学校に持ち込まれるようになったからです。 

 子どもの貧困、居所不明の児童・生徒、児童虐待、非行などです。こういっ

た問題は教育の視点だけは、なかなか改善されません。スクールソーシャルワ

ークはそれらの問題を「困った子ども」として個人の問題として見るのではな

く、人と周りの環境の関係で生じているという視点を持ちます。スクールカウ

ンセラーが本人の抱える心の問題を心理検査や心理療法などで解決していきま

すが、スクールソーシャルワーカーは「社会」に着目して、人と周りの環境の

関係性に働きかけることで、子どもの学校生活と家庭生活をより良くする支援

を行っています。 
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 子ども応援委員会の中では、相談を受けると、学校や地域、家庭など子ども

の背景に着目します。関係機関や団体、例えば区役所、児童相談所、福祉事業

所、地域の主任児童委員などとネットワークを作り、役割分担を調整します。

また、就学援助、生活保護、ひとり親支援、福祉サービスなど、制度の活用を

促します。 

 先生方が情報共有し、学校全体で子どもを支えていくための、校内ケース会

議や、また、学校と関係機関が協力して一人の子どもを支援していくための連

携ケース会議を開くのは、スクールソーシャルワーカーの一つの仕事です。 

 社会の問題の中でも、とくにスクールソーシャルワーカーの活動と関係ある

「子どもの貧困」についてお話ししたいと思います。平成２４年の調査による

と、子どもの貧困率は、１６．３％で６人に１人が貧困です。今の貧困は見え

にくく、経済的な貧困だけではなく孤立している家庭の「つながりの貧困」も

問題になっています。また、貧困の連鎖、ひとり親家庭の子育ての困難さ、福

祉的な支援が、制度はあっても必要な人に届いていないなど、生活がなかなか

良くならない現状です。貧困の問題は不登校、学習意欲が低下しているといっ

た児童の相談としてスクールソーシャルワーカーに持ち込まれます。 

 具体的な例では、スクールソーシャルワーカーが家庭訪問し、母と面談した

ところ、最近離婚し、ひとり親家庭になったと聞きました。母は精神的に疲れ

切っており、手続にも動けないため、福祉的なサービスを受けていませんでし

た。スクールソーシャルワーカーが母の気持ちに寄り添いながら、一緒に区役

所に行き、児童扶養手当の申請、市営住宅の入居手続などを行いました。その

後も家庭訪問を継続して見守り、生活が困窮してきたため生活保護受給につな

げました。生活が安定し、母の気持ちも落ち着いてきたので、子どもも安心し

て学校に通うようになりました。 

 ２つ目の事例は、家族に対しての暴言があり、学校にも通えなくなった中学

３年生の事例です。母がひとり親で経済的にも精神的にも苦しく、本人も発達

障害があり、進路のことが考えられず、自暴自棄になっていたようでした。そ

こで、学校、区役所民生子ども課、福祉サービス事業所、子ども応援委員会で

ケース会議を開き、お母さんと子どもも交えて進路に向けての話合いをしまし

た。進学費用の助成・貸付の制度の申請、学習サポートの利用、家事の支援な
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ど様々な機関が応援していくことを伝えました。母と子がたくさんの人が関わ

って支援してくれることを知り、前向きな気持ちになったようでした。生徒は

学校に足が向くようになり、母も気持ちが安定し、高校に進学することができ

ました。 

 スクールカウンセラーとスクールソーシャルワーカーの具体的な活動をお話 

させていただきましたが、４職種がチームになって対応するのも子ども応援委 

員会の特徴です。 

 具体的には不登校のケースを例にとると、スクールカウンセラーは子どもや

保護者の心理的な状況を見立てる、スクールソーシャルワーカーは子どもの背

景に貧困や虐待がないかを見ていく、スクールアドバイザーは学校がどのよう

な解決を目指しているのかを聞き取り、地域の情報を集めます。スクールポリ

スは警察と連携し、非行がないか調べます、家の見回りもします、といったよ

うに役割を分担して、情報を集め、その情報をチームで整理、ケース会議を

し、今の子どもの状況を見立てます。その見立てをもとに、学校とともに問題

解決に向けての支援を考えます。支援は家庭・学校・地域・関係機関の資源を

生かし、連携ネットワークを作りながら進めていきます。 

 文部科学省は、学校とスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー

などの専門職がチームを組み、子どもたちの問題に対応する「チーム学校」を

実現させようとしています。「なごや子ども応援委員会」は学校現場とは少し

離れた位置取りをすることで、子どもや保護者の声を直接聞くことができ、学

校の外の、周りの関係機関とも連携をしやすくしています。一方で、学校の中

に設置されましたので、「チーム学校」の一員として先生方と役割分担をしな

がら、共に働くことができます。小学校・中学校両方で活動していますので、

小・中を結んで支援することもあり、一人の子どもを、一つの家庭を、切れ目

なく応援していきます。 

 設置３年目になり、子どもたちが、自分らしく生きていけるよう、将来を語

り合えるよう、学校、家庭、地域、関係機関の皆様と「応援の輪」を広げてい

きたいと思います。市民の皆様にも「子ども応援委員会」をよりよい制度にし

ていくお力添えをいただければと思います。今後ともよろしくお願いいたしま

す。ご清聴ありがとうございました。 
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（司会者） 

 どうもありがとうございました。前田さん、山内さん、今後ともどうぞよろ 

しくお願いいたします。今一度、盛大な拍手をお送りください。ありがとうご 

ざいました。 

 さて、ここまで報告されました教育委員会の活動について、ここからは、市

長、そして、教育委員会の皆様方とともに意見交換をしていきたいと思いま

す。パネルディスカッションに移ってまいります。壇上の方にですね、皆様ご

登壇いただきましてお話をしていただくということになっております。 

 準備の方、ステージでさせていただきたいと思います。今しばらくお待ちい

ただきたいと思います。 

実は私事でありますが、私も保護者です。保護者になって小学校に入ったん

です。小学校に入って初めて気付くこと、そして子どもがどんどん変化してい

くことっていうのに戸惑ったりっていう、この４月からの何か月間かを過ごし

てまいりましたけど、今回このパネルディスカッションを担当させていただく

ということで、こんなに活動してくれていたんだというのが、実は、正直な気

持ちでした。なんで私、もっと自分の子どものことなのに、入っていかなかっ

たのかなあ、なんていう、そんな思いを込めて、すごく感謝の気持ちを込め

て、ここからはですね、その教育委員会の取組についてのパネルディスカッシ

ョンという形にさせていただきたいと思います。 

 さあ準備の方、ステージ上も整ったということで。それでは、本日のパネリ

ストの皆様をご紹介したいと思います。 

 河村たかし名古屋市長です。 

 杉﨑正美教育長です。 

 教育委員の小栗成男委員です。野田敦敬委員です。船津静代委員です。梶田

知委員です。小嶋雅代委員です。 

 また、本日は、会議の意見聴取者としてお二人の学識経験者をお招きしてお

ります。福岡教育大学教授の西山久子先生です。西山先生は、スクールカウン

セリングの専門家でいらっしゃいます。そしてもうひと方です。大阪府立大学

教授の山野則子先生です。山野先生は、スクールソーシャルワークの専門家で

いらっしゃいます。 
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 本日のパネリストの皆様方の略歴につきましては、配布資料によるご紹介を 

もって代えさせていただきます。 

 さあそれでは、議論の方に移ってまいりたいと思いますが、まず始めに、河

村市長にお伺いしたいと思います。教育委員会の取組、スクールカウンセラー

そしてスクールソーシャルワーカーの活動報告の発表をご覧いただきまし 

て、ご意見お願いしたいんですが。 

（河村市長） 

 座ったままでええですね。今、話にありましたように、こないだちょうど２

２万人というようにいじめの件数が報告されましてね、いじめばかりじゃない

けど。西山さんござるけど、家貧しくして孝子出ずという大変重要な課題なん

ですよ、相変わらずマスコミ、テレビ見てまして、新聞でも見てましたけど、

まず、こういう。実は簡単なんですよ。専門職が要るというだけのことなんで

すよ。よう考えますと。学校の先生が全てやるのも結構だけれども、そんなス

ーパーマンでもなんでもありませんので、その指摘が全然にゃあと。だから、

非常にこれ危険じゃないの、実際は。名前まで言うと感じ悪いけれども、私が

アメリカで気付きまして、ノーベル賞でございませんので、これはですね。ま

ず分からないかんわね。ほんで、文部（科学）省のえりゃあ様に、なんでこん

なことが、私も知らなんだと、要するにアメリカには専門職がおるということ

ですわ、といいましたら、なんと答えたかというと、それは、河村さん、学校

は教師支配だからだと。教師支配。病院の例が出されて、杉﨑さんおったわ、

そこに。俺が言うとるの嘘じゃないでしょう。おったで。ほんで、病院のこと

言っとる。病院だって医学だってそうでしょうと。実は、レントゲン技師だと

か血液検査の技師だとか、心電図の技師だとか、医者よりも優秀な人が沢山い

るんだと。しかし、やっぱりドクターの、医師の支配と。同じように学校は教

師支配だから、だからどうしても河村さんが言っているような、アメリカ型の

仕組みというのは、これみんな校長になっていくんでしょうよ、そういう人た

ちはそれがだめなんだと、と言っていた。なるほどと、いうことで。そりゃし

ょうがないということで、国会議員時代はエデュケーションと教育との差も違

いは気付いとりましたけど、日本は、ほんだでこれだめだなぁと。ということ
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で、まぁ文句ばっかり言っとっちゃいかんので、名古屋で取り入れようという

ことになってきた。 

ほんで、私は始めに聞きたいのはね、法律上の規定であって市長が主宰する

ということになってまして、普通は、前回も述べましたけど、私はそんな型ど

おりの文章なんて読まへんぞ、言って。そんなことやるはずがないじゃないか

と。給料も安くなると、人よりようけ働くようになるんですよ、実は。なぜ日

本で、こういう名古屋でやろうとしておる専門家によるね、この子ども応援委

員会、いま発表ありましたけど、これを誰も主張しないのか、と。これなんで

かちょっと教えてもらいたいね。だって、そこから始まっていかないと、日本

における課題が出てこんと思うんですよ。それとこの子ども応援委員会やって

いく上においても、やっぱり今度、課題が出てきますのでね、これ絶対。それ

を解決するようにならんとね、と。零細企業を経営してきました私から言うと

そうなる。だで、議題のナンバーワンはなんで日本中でだれも言わないのか。

テレビ、新聞、国会、地方議会、テレビに出てくる人なんか、誰も言いません

でしたよ。僕が感心しておりますのは、尾木ママさんだけは、こないだ、某政

党と一緒に来ましてですね。話したら、ええっ言ってですね、その、専従の、

専門の、スクールカウンセラー。そんなだったんですかぁって言って。で、テ

レビでこないだしゃべっていたらしいですよ、全国放送で。あの人がだから、

非常に正直ですよ。正直。だから初めてですよ、そういう人に会ったの。とい

うのが、ちょっと始めの問題提起ですね。私から言いますと。 

（司会者） 

 なるほど。ありがとうございます。スクールカウンセラー、そしてスクール

ソーシャルワーカーって実は私たち、保護者とかは、なかなかまだ耳慣れなく

て。 

（河村市長） 

 常勤なんですよ。ここでちょっと間違えてはいけないけども。日本中にスク

ールカウンセラーっている。そういうので間違えやすいんだけれども、非常勤

ですから、これはですね。努力されておるけど、週いっぺんですわ、大体。や
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っぱり無理ですよ、それは、どんだけ努力したって。高原さんそこにござるけ

ど、非常に高原さんの言ったことで、僕、今覚えとるのは、河村さん、子ども

さんのいじめの苦労って、そういうのってね、そう簡単に分からないんだよ、

と言うて。これは専門家でないと。ほらそうだわなあって言って。そんなの

は。だから専門家が要るという話で、日本のスクールカウンセラーは、努力は

しとるけども、その週一回ですから、原則として。だから、同じ言葉でだまさ

れてはいけませんよ。アメリカのスクールカウンセラーと日本のスクールカウ

ンセラーは全く違うと思った方がいい。私も、高原さんの書いたアメリカのス

クールカウンセラーの本がありますけど、それを何べんも読みまして。それで

初めて分かる。名古屋の教育委員会からは一言も聞いておりません。言っとき

ますよ。だれも、言った教師はゼロ、ということですよ。 

（司会者） 

 なるほど。さあ、それでは、その専門家が今日お越しいただけているという

ことで、その専門家の方々のご意見を伺っていきたいと思います。本日お越し

の山野先生、そして西山先生は、今回このなごや子ども応援委員会を始めるに

当たって、様々なご意見を頂戴していると伺っております。 

 まずはですね、スクールソーシャルワークを専門家とされております山野先

生に、この子ども応援委員会におけるスクールソーシャルワーカーの意義、市

長の発言あったことから踏まえてご意見頂戴したいんですけれども。どうぞよ

ろしくお願いします。 

（山野則子大阪府立大学教授） 

 はい、ありがとうございます。大阪府立大学の山野です。どうぞよろしくお

願いします。資料を提供させていただきました。資料と書いて、ナゴヤ子ども

応援会議・教育シンポジウムと書いていて、私の名前があるものです。せっか

く現場のおふた方さんがご報告いただいているので、そのことにも触れたいと

思うのですけど、今、市長がおっしゃられたことからちょっとお話したいと思

います。国の資料ですが、皆さんに視覚的に分かりやすい方がいいかなと思っ

て提示しました。内閣府の子どもの貧困の対策を作る委員であったり、中教審
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の委員であったり、今、チーム学校のガイドラインを作るなど文科省や内閣府

の委員をさせていただいています。そういう立場もあって、この図を載せてい

ます。まず２番目の図は、学校教育だけではないですよという意味です。家庭

教育、社会教育を連動させますよという図なんです。スライドナンバーでいう

とマル３。これがチーム学校と地域とのつながりです。今日のご報告でもあり

ましたが、名古屋市さんのすばらしい地域や子どもたちとのつながりをお聞き

しましたが、学校の中のチームだけでやるのではなくて、地域とつながってど

んなふうに展開していくかということが、話題になっています。マル４が、学

校プラットホーム、これもちょっと後で言いますね。まず、その次のページ、

今、市長がおっしゃられた、マル５ですね、これが教員の割合を示していま

す。西山先生という、ロサンゼルスにいらっしゃった大専門の方を横にしなが

ら、私がアメリカのデータをお見せするのはちょっとお恥ずかしい気がします

が、アメリカのイリノイ大学とは、うちの大学提携を結んで、スクールソーシ

ャルワークで交換留学、毎年、行ったり来たりしております。 

 そんな関係で、この図にあるように、教員というのは、学校職員は教員と教

員以外が半分ずつなんです。イギリスでも貧困対策のことで行ってまいりまし

たが、イギリスもアメリカも教員以外の方が学校には半数いる。スクールソー

シャルワーカーとか、スクールサイコロジストであるとか、いろんな人がいる

んですが、例えばイギリスの場合だったら図書館司書が多数いる。次のページ

で写真があるんですけど、図書の本が並んでいるのは、廊下が図書館になって

いて、ガラッと教室を出たらこの風景なんですね。一番左の写真。こんなふう

に、子どもたちがいつでも本になじめる。貧困対策ですから、本がないとか、

お家に帰っても誰もいないというような子どもたちをケアできるように、普通

になされている。これにはスタッフとして図書館司書がたくさんいるからでき

る。また、ＴＡ（ティーチングアシスタント）だったり、メンターといって、

先ほどもちょっとご紹介がありましたが、学生同士のボランティア、中学生の

子が小学校の子を教える、高校生が中学生を教える、というような仕組みを学

校にも入れている。日本では、地域づくりとして、なされているところもあり

ます。メンターっていう制度がかなり入っていて、ちょっと先の先輩。冒頭、

教育シンポにもありましたが、ちょっと先の先輩が関わるように施策の中で仕
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組まれている。こんなふうに、学校の中で仕組みとしてすべての子どもたちに

提供できるよう作っていけないかと思います。そこで、二点、今の市長のお話

から、問題提起というか感じたことを伝えます。一点は、おっしゃられるとお

り、このチームの、先ほどの図でいうと３の今、日本でやろうとしているマル

３のチーム学校の機能をどんなふうに高めていくか。今日、すばらしいご報告

がありました。文科省でも、名古屋市さんの取組は参考にしています。確実

に、この常勤で置くっていうことが、どうなっていくのかっていうのは、すご

く注目しています。スクールソーシャルワークの立場でいうと、全国で１，４

００名しかいません。しかも大阪でいえば、週一回、週二回という勤務ですか

ら、先ほどご報告のあったような活動はできない。やりたくても、子どもさん

や親御さんに寄り添ったり、代弁して、気になっているところや不安で行きに

くい場所に一緒に見学に行ったり、例えば発達障害者支援センターに一緒に行

ったりするようなこと、つまりアドボケイトといって、ソーシャルワークの一

つの仕事なんですけど、それができない。名古屋市さんは、常勤だからこそで

きるっていうことが、先ほどのご報告から、よく伝わってきました。チームで

この、三角の下の図ですね、ロサンゼルスでも同じだって、先ほど西山先生か

らお聞きしました。イリノイのモデルですけど、一番下がティア１で、すべて

の子どもたちが受けるプログラム。一番上がティア３ということで、問題の抱

えている子どもたちの受けるプログラム。スライドのマル６ですが、ティア

１、ティア２、ティア３の三角図となっていますが、これを振り分けて、これ

から名古屋の応援チームで、こういったことができていくんじゃないか。それ

が前提に考えられます。そのうえで、繰り返すこと、常勤だからこそ、ティア

３の問題性の高いところも丁寧にアドボケイトできるのではないかということ

です。 

２点目はですね、先ほどから言っている、写真の方ですね。マル７、マル８

のスライド見ていただいて、チーム学校、チームだけではシステム疲労してし

まっています。問題のある子どもだけの対応を考えるのでは未然防止ができな

い、そこが必要でアメリカではすでに手が打たれているということが先ほどの

図からお分かりいただけると思うのです。日本の場合は、まだまだ遅れていま

すから、チーム学校といったら問題事案にだけ、対応するみたいなイメージに
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なっています。それを広げて、地域人材だとか、メンターとか、図書の人たち

をどんどん入れて、こういった学校を拠点にしたサービス提供できる、そうい

う仕組みが、これから先、すでに個々に取り組んでおられる名古屋で、着実に

制度として、仕組みとして形を作ってくださったらと思います。つまり、応援

チームという形式は、ティア１からティア３にプログラムを提供していくこと

ができ、ティア１にも未然防止のためにプログラム提供できるのではないかと

思いました。他ではここまで徹底してチーム形式をされていないことですか

ら、注目がされているところです。こうしたことを仕組みに入れ込んで、その

先には学校プラットホームみたいな図が、見えてくるんじゃないかなというよ

うに思いました。以上です。 

 ありがとうございました。 

（司会者） 

 どうもありがとうございました。これからまだまだやることはたくさんあ

る、そしてそれをやった先に子どもたちにとって一番ベストな環境をつくるこ

とができるということで。どうもありがとうございました、山野先生。 

 引き続きまして、西山先生にご意見を頂戴したいと思います。西山先生はス

クールカウンセリングのご専攻ということなので、そちらからのご意見を頂戴

したいと思います。お願いいたします。 

（西山久子福岡教育大学教授） 

 失礼いたします。今日来させていただいて。河村市長のほうからご連絡をい

ただいて、「何か日本でこれまでやられてないような取組になると思うけれど

も、子どもたちがとにかくしっかり学校生活の中でうまくやっていけるように

なるというような方向性を、これまでしてきたことというのを少し横に置いて

考えたいんだ」というお話を伺ったのが、平成２６年のことでした。そこから

というと、ずいぶんたくさんのことが進んできたなと思います。当初、「河村

先生、いきなりは大変なので、まずは小さく、パイロットプログラム化にしま

せんか？」とか申し上げたんですけれども、そのあたりは、「いやいや、とに

かくしっかり１１校行きましょう」と言われました。今、すごくたくさんの子
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ども応援委員会の方が一生懸命に研修を受けておられます。しっかりと児童生

徒や保護者、そして先生方の相手の話を聴くっていう聞き方のことだけでな

く、学校の中でどういう支援でどんなふうに活用したらいいのかということで

あったり、スクールカウンセラーをはじめ各スタッフの皆さんが、どんどん専

門性を今、高めてこられている。そして、スクールソーシャルワーカーの方

も、「名古屋型のスクールソーシャルワークというのはどんなことをしたらい

いか？」というのを、それぞれにスクールアドバイザーの方やスクールポリス

の方と一緒に考えてこられているというのは大きな進歩だと思います。 

 少しスクールカウンセラーというところに関して申し上げますと、先ほど整

理をちゃんとしながら考えないといけないと市長がおっしゃったんですが、文

部科学省が臨床心理学などを専門に学ばれた方を中心に推進してきた、スクー

ルカウンセラー事業があります。これがかつて週８時間ほど学校に入っていま

したが、最近はどの自治体も、予算的にも厳しいので、１週間に４時間であっ

たり、８時間だったのが半分になってしまっているというような状態にあると

いうのはお聞き及びになった方も多いと思います。 

 外部から訪問型のカウンセラーとして、学校関係者の方によく言われたの

は、「あなたが来てくれるまで待っていると、子どもたちの悩みは解決する前

に（元気が）枯れてしまうんだ」と言われたりして、本当にそういう時間的な

カバーの厳しさということを感じた経験があります。私自身は専任でスクール

カウンセラーをした経験と、それから非常勤でスクールカウンセラーをした経

験とがありますが、やはり全く異なった動きだなというふうに思います。今日

のご発表の中にもありましたけども、悩みの解決はスクールカウンセラーの仕

事なのか、というところがまず一つあります。スクールカウンセラーの仕事と

して悩みの解決をするのは、目的ではなくて、その子どもさんが自分の出合う

課題を克服していく力をつけることです。自分の課題の乗り越え方をつけるの

を学校現場で後支え（まさに応援）することと、将来的には自分で考えられる

ような力をどうやったら付けられるのか、といったことを学校の中で支えるの

です。例えば相談を受けたときに一緒に考えながら、次に会ったときはもう少

し自力でできることを増やしていくとか、ご自分のいろんな強みや課題に気付

いて、より世の中において自分を活かしやすく、そして生きやすくしていく、
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というところがとても重要だと思います。スクールソーシャルワーカーも、ス

クールカウンセラーも、仕事のタイトルの頭にスクールが付いていることが重

要です。教育現場の中では、問題状況が解決したというプラスマイナスゼロの

ところを目指すのではなく、少なくとも義務教育を終わるまでに、よりよく成

長して自分の人生をうまく乗り切っていけるようになる力を、備えておくこと

を目指さなければいけない。そういったようなときのアプローチとしてスクー

ルカウンセラーは、学校の中での心理的なところをベースにした支援を行って

いく、スクールソーシャルワーカーは、福祉的な視点からの支援を行っていく

というような形で、ある程度役割を整理していくということがいま少しずつ進

んでいると思います。ただ、先ほど山野先生もおっしゃったように、どうして

も現状としてまず課題の深刻なところから対応をしなければいけないので、悩

みの解決を一緒にやっていくというところに今まだ少しとどまっている段階で

す。よりよく成長するために、例えば、キャリアガイダンスによって進めてい

くことがとても必要になっていく。このあたりが先ほどの話の中でスクールカ

ウンセラーがやっている仕事の中で、進路支援を先生方やスクールソーシャル

ワーカーを始めとする専門家集団で行った事例に表れています。たぶん究極の

目指すところはその人生の歩み方を考える力と切り開く力をつけることです。 

自分の目標に近づくための支援とは、例えば様々な自分が進路相談のなかで

困難に出会った時に、どうやって進めるかとかを考えていくことだと思いま

す。答えの出ない問いの苦しさを克服するストレスマネジメントの方法や、ど

んな選択肢の中で何を選んで自分はこれを乗り切ったらいいのかというのを一

緒に考えることが特に中学校段階での支援だと思います。お一人だけで考える

ことは難しいので、担任の先生それからスクールカウンセラーなどと考えるこ

とが有効だと思います。先ほど市長がおっしゃった、よりよく、良いところを

伸ばすという形の教育が重要だという話は、まさしく今、文部科学省が言われ

出しているところで、学力は世界の中でもトップクラスながら、自己肯定感は

ボトムに近いという現状をいかに克服するかが、私たちの目標だと思います。

子どもたちが自分の力を理解し、よりよく成長するために、それを伸ばしてい

くことが子ども応援委員会の目指すところと思っています。 
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 名古屋市のご提案に大きく影響して、今回山野先生が出してくださった、資

料の３番のところの、『次世代の学校・地域創生プラン』が出てきています。

法律も改訂をしながらより良く進めていこうとする国の取組ですが、これまで

の学校での役割の整理を少しまた進めていくということです。名古屋市の取組

は、大変な挑戦と市長はおっしゃいましたけども、アメリカの取組の良い点を

参考にしつつ、日本ではやはり先生がその方の人生をトータルに考え、その方

の様子を学級担任としてトータルで見ながら協働するというお力も発揮されて

いるので、そういった先生方と相互の専門性をいかして協働していくかという

辺りが、これからの目指していきたい課題になるかと思います。 

 この名古屋の取組は、次世代に向けて日本の教育をどうするのか、子どもた

ちがどういうふうに自分で自分を成長させていける力を学校にいる間につける

かということといえます。どうやってそれを実践するかが、名古屋の挑戦とい

えるかと思います。道なき道を走るといったことなので、様々なお立場の皆さ

んとこうやって話をしながら進められているこういった会議は重要な機会であ

ると思っております。以上でございます。 

（司会者） 

 西山先生、ありがとうございました。 

（河村市長） 

 ちょっといい、わし。これ見とって、あの今、山野さんの３のやつですよ

ね。チーム学校の方でしょう。この中の真ん中の下の方に、その教員をバック

アップする多様なスタッフいうことで、このソーシャルワーカーとかスクール

カウンセラーを位置付けとるんだけど。これでええのか、僕は、これ教員は教

員でやっとるんであってこれは、両方で協力するいうんは重要ですけど、なん

かこれ見ると主従関係みたいですな。教員が主で、それを助けるのが、という

のだけど。僕はそういう認識ないんですけど、全然、これは。教員ってそんな

えらいのかと。これは別に数学や理科や社会を教えていただくのは結構ですけ

ど。人生大きくなったら何になるのとかね、それからいじめの苦しみなんかを

見抜く才能だって、そういうのあるんですか、そもそも。だから私は、もし文
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部（科学）省だとすると、これやっぱり一つのところからよう抜け出しとらん

な、いうふうに感じるんだけど、山野さん、どうだいこれ。 

（山野教授） 

 ありがとうございます。おっしゃるとおりでですね、今、私、国の会議でで

も、何かこう、誰のための話ですかって言い返さないと、教員が主語になって

たり、あるいは、やっぱり教員がしないとっていう発言が、何回も出てくるん

です。チーム学校をどうするかっていう議論なのに、やっぱり教員がっていう

話が何回も出てくるので、本当に率先して名古屋がモデルを見せてくださった

ら、と思います。是非、名古屋発で、どんどん出していっていただけたらと思

います。 

（司会者） 

 ありがとうございます。でも、まだ今のお話を伺っていても、市長がおっし

ゃったように、本当に土台の部分だと思うんですけど、この土台をどのように

固めていくのかっていうことで、その上に積み上げていくものがどのように変

わっていくのかなあっていう、一番大事な時期なんだなあということが良く分

かりました。 

 こういったご意見を伺ったうえで、杉﨑教育長にお話をご意見を頂戴したい

と思いますが、このなごや子ども応援委員会の今後、どのように広がっていく

のか、またですね、本日スライドの方でもご紹介をさせていただきました、い

じめ対策検討会議の報告を受けての教育委員会の対応について、あわせてご発

言いただけますでしょうか。 

（杉﨑正美教育長） 

はい。それでは私の方から２点あると思うのですけど、１点目の子ども応援

委員会の展望ということですが、先ほどスライドにもあったように、１１ブロ

ックに分けて、それぞれ配置して、スクールカウンセラーは３６人まで増えた

ということもあります。この先も、１１０校、中学１１０校に、計画的に拡大

していきます。この前、４つの職種のうちのスクールポリスの方、１１人と話
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す機会がありまして、スクールポリスは、先ほど説明があったように常勤では

なくて非常勤です。警察のＯＢということで、皆６０（歳）過ぎの方なんです

けども、齋藤先生の話じゃないですけど、雑談する力っていうのは非常に中学

生にとって大事かなって思っています。話を聞いていたら、スクールポリスの

おじいちゃんたちから見ると、孫みたいなもんだっておっしゃってみえまし

た。非常に中学生に声をかけやすく、雑談がいつもできるので、中学生もなつ

いてて、非常にいいなあっていうのを感じました。そんなようなことで、これ

からも応援委員会は、財政状況厳しい折ですけど、きちっと増強していきたい

なと思っています。 

 先日も、文部科学省の事務次官が中学校に視察に見えて、現場の、先ほどご

説明いただいた山内さんとかですね、お話をされて、非常にいい取組だという

ことで、見ていかれました。 

 ということもあって、これからもやっていくんですけども、一つ課題は、ど

んどん、どんどん今増やしているもんですから、なかなかいい人材をきちっと

確保するってことが非常に難しい状況でございます。やはり急速にこうやりま

すと、いろんな人材が入ってきてしまってですね、やっぱり先生たちとの信頼

関係が一番大事だと思いますので、やはりいい人材をきちっと確保していく、

先生方と、地域とも信頼関係を持ってやって、常に子どもがどうかって、子ど

も中心に据えて議論ができるような、子どもを優先にやれるような、そういう

ふうにしていきたいなって思います。 

 名古屋市立大学も、来年度からスクールカウンセラーの養成ということで、

大学院を開設する予定です。１０人から始まるんですけども、そうやって養成

しても、大学院を出たらすぐに、スクールカウンセラーをいっぱしにやれるっ

ていうこともないので、やはりそういう人材の確保育成っていうのは今後非常

に大事だと思っています。 

 もう一つ、いじめ対策検討会議の答申に基づく対策ですけども、それも先ほ

どスライド見ていただいたとおりでございまして、いろんなツールとか、いろ

んな取組をやるんですけど、要は子どもに心から寄り添ってやるかどうかって

いうことかと思いまして、そこら辺がきちっとやれれば、きちっと対応できる
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でしょうけども、やはりそういう気持ちがないと、また同じことを繰り返して

しまう可能性もあるんじゃないかなと思っています。 

 １１月１２日からなんですけども、実はいろんな、やっぱり子どもたちを見

る多くの目が必要だろうということで、学校関係者、子ども応援委員会だけで

はなくて、地域の子どもたちの異変に早期に気が付いたりとかできるようなふ

うにしていきたいということで、実は名古屋市の子ども会の皆さんが取り組ん

でいただけるということで、学校外でも、子どもたちと接する機会の多い子ど

も会の皆さんが、サポーターになって登下校時ですとか、放課後の日常の生活

の中で異変に気が付いたときに、子ども応援委員会に連絡をしてもらうという

ようなことを、この１２日から始めようと思っています。そのようなことをや

りまして、子どもたちが毎日いきいきと学校に通えるような、そういうことに

取り組んでいきたいと思っています。以上です。 

（司会者） 

 杉﨑教育長、どうもありがとうございました。本当に点ではなく面で、とい

うところだと思うんですが、これから本当に期待をしておりますのでどうぞよ

ろしくお願いします。 

 さあ、それでは引き続き、教育委員の皆様方にもご意見を頂戴したいと思い

ます。 

 小栗委員にお伺いしたいと思います。小栗委員は、企業経営者として、普段

から社員の育成にご尽力されていると思うんですが、そこから、「教育をエデ

ュケーションへ」というナゴヤ子ども応援大綱にも一番に掲げられておりまし

たが、自ら学ぶ授業を進めていくって、すごく簡単なように聞こえてすごく難

しいような感じがしますが、どのようにお感じでしょうか。小栗委員よろしく

お願いします。 

（小栗成男委員） 

 はい。教育委員の小栗でございます。私は２年半（前）に教育委員にさせて

いただきまして、残り１年半という期間の中で何ができるかというふうに思っ

ております。 
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 実は、先ほど齋藤先生が、お話になりましたシャンプーの件、皆さん覚えて

いらっしゃると思いますが、実は９５％の日本人が「どこがかゆいですか」と

言われて、言わないと。じゃ残りの５％は誰かというと、実は私残りの５％

で、河村市長と同じで、「型やぶりに生きる」という本を出しておりまして、

これ１７６ページに書いてあることをちょっと読みながら今の質問に答えてい

きたいと思いますが、子どもの教育について、私は今組織の話とか先生方から

お話ありましたが、私は実際に子どもがいったいどういうふうに将来育ってほ

しいかなあという視点で少しお話をさせていただきたいと思いますが、この１

７６ページに書いてあるのは、先ほどの９５％の人に当たるかは別といたしま

して、「人と同じだと安心する「横並び主義」」とか「謙遜しすぎ主義」とか

「曖昧・うやむや・遠回し主義」とか「どっぷりネガティブ主義」だとか「い

まになって後悔主義」だとか「言わなくたってわかるだろう主義」。ま、こう

いったことがこの１７６ページに書いてあります。で、それが何につながるか

と申しますと、実は先日、中区に正木小学校という所がありまして、教育委員

会の皆さんにいろいろ話を伺ったところ、実は日本人のしゃべりがあまりうま

くない。私は企業経営者でありますので、何が大事かって、社会人になったと

きに、先ほど（齋藤）先生も部活をやっている人たちは積極的だし、なかなか

社会にいってもうまくいくという話がありました。実際に、体育系で部活をや

ってきたという人たちは、やはりものをはっきり言ったり、自己主張をしっか

りする、責任感が強い、というふうに私、企業内でも感じております。 

 そこで実際に正木小学校に行って、アメリカですと、皆さんご存知のよう

に、パブリックスピーチとかパブリックスピーキング、人前でどのようにやっ

て話すかとか、公的なときにどうやって理論立てて話すかということが、非常

にアメリカの教育ではされております。そういったことを見習いまして、これ

も、河村市長がアメリカから帰ってこられてのご提案だと聞いておりますが、

非常にスピーチを真剣に行っておりました。特に私は、１年生、３年生、６年

生のスピーチの場面を実際に見てきまして、先生たちともコミュニケーション

し、実際その子どもたちがやっている姿も見てきました。そういった子どもた

ちが、どういうふうに将来なっていくと企業でうまくいくのかなというような

ことも含めて聴きましたところ、その正木小学校のテーマ、これが面白かった
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んですね。「お鍋に何を入れるか、お鍋の具に何を入れるか」というテーマで

話をしました。ここで大事なのは、その具がだいたい４つか５つか出てくるん

ですけど、シイタケだったらシイタケでいいんですが、何がよかったかといい

ますと、一方的に話す人は多いんですが、そうではなくて、ここで大事なこと

は、聞く側がですね、相手が何を言いたかったのかっていう、きちんと双方向

になっている、というのがとてもよかったです。 

 例えば４人の生徒が、４つの具について話をするんですが、受ける側に、

「じゃあ皆さんどの具を一番入れたいですか」というと、この４人の人間が考

えて理論立てて、例えばシイタケならシイタケを一番強くいきたいっていう

と、スピーチが終わった後に、生徒に、この具は、何に皆さん一番印象に残り

ましたかって。そうすると、意図したシイタケ側のスピーカーが、今度聞く側

が同じように合致して、やはり同じようにシイタケだ、これがとてもスピーチ

の中で、双方向で大切なことではないかなあという風に思いました。 

 例えば、単純に３分間スピーチをしてくださいっていうと、それはできると

思います。しかし、ここで学んでいかなきゃいけないのは、双方向で話す側と

聞く側がですね、同じように意図がつながっていくというようなことをされて

おりまして、こういったことがどんどん広がっていくといいかなあ、というふ

うに感じさせていただきました。 

 一方、アクティブラーニングにつきましては、もう既に学校の先生方とお話

しますと、もう積極的に課題解決型で、特に新しい言葉にはなっているんだけ

れど、昔からやっている、というようなお話がありました。特に私が企業家と

して感じるのは、例えば河村市長なんかそうです、型やぶりですよね。でも

５％の人たちが、実は企業でも社会でも世の中を引っ張っていっているケース

がある。したがって、冒頭申し上げましたように、これからのスピーチとかア

クティブラーニングの中には、決して人のことも聞く耳は持つんだけれど、自

己主張をはっきりしなさい、言いたいことをはっきりしなさい、９５％のシャ

ンプーのかゆいところ言えない人間ではなくて、５％のようにはっきり自分で

ものを言えるような人が育っていくように、是非期待をしたいなというふうに

思ってます。 
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 もう一つは、アクティブラーニング、冒頭お話がありましたように、答えを

ワンフレーズで伝えるのではなくて、投げかけて自分たちで考えていくと。こ

ういった教育も今後益々重要になっていくのではないかなというように感じて

おりました。こういった教育を小学校とか中学校とかはもちろん、高校でも継

続して行っていき、そしてスピーチや自主的な行動ができる企業人に是非なご

やっ子にはなってもらいたいなというふうに思っております。 

私の印象をお話させていただきました。以上でございます。 

（司会者） 

 どうもありがとうございました。このスピーチに関しましては、これからも

ワークシートなどを作成して、皆さんにそれができるようなワークシートとし

て皆さんの手元に、作成していくということです。 

 さあそれでは続きまして、野田委員にご意見をお伺いしたいと思います。野

田委員には、子どもの貧困についてどのようにお考えかというところなんです

が、学校の教育（現場）出身で、教員出身ということもあって、いろんな子ど

もたちに向き合ってこられたと思うんですが、これから教育委員会としてはど

のように向き合っていかれるというのを教えていただきたいと思います。 

（野田敦敬委員） 

 はい。私は９５％の方なもんですから、なかなか思い切ったこと言えません

が、よろしくお願いいたします。 

 まず、子どもの貧困問題にいく前にですね、今までの問題を横に置いてお

く、そう市長言われました。もちろん、良さを取り入れることは非常に大事

で、私もとても大切だと思いますけれど、やっぱり歴史、市長の好きな歴史を

考えることも大事じゃないかと思います。 

 日本の教員は、今の言葉で言うなら、朝７時からそれこそ夜の９時過ぎま

で、チーム教員として、ずっと子どもと対峙してきたわけですね。私は実は、

平成５年にこの名古屋市の教員だった頃に、名古屋市の予算をいただきまし

て、８週間、アメリカに勉強しに行かせていただきました。うち４週間は、学

校にどっぷり浸かっておりましたけれども、やっぱり違ったのは、チーム教員
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にはなっていないっていうことと、それから、子どもの数が半分くらい、とい

うことですね。そういうのが大きく違うところで、そのチーム教員として多く

の子どもを育ててきた歴史の上で、考えなきゃならないことじゃないかなあ

と。 

 今、国も取り組んでいるチーム学校ですので、学校の中でどっちが上か下か

ってのは私もないと思います。市長の言われるとおりだと思いますので。その

中で、より良い方向に行くのが大事なんじゃないかなと思います。 

 さて、私に与えられたテーマですけど、といいますか選んだテーマですけど

も、先ほどのスライドでも子どもの貧困率がどんどん上昇している、１６．

３％。で、１回目の調査より０．６％上昇していますので、どんどん上昇して

いくんですね。知識とか技能はもちろんですけど、今言われている思考力・判

断力・表現力、あるいは学びに対する意欲とか言われていますけど、これが家

庭の環境だとか、家庭の経済状況にすごく影響しているんだっていう指摘があ

るんですね。そうなりますとやはり、そういった（貧困などの問題を抱える）

子どもたちに、学習支援講師というのを名古屋市が配置しておりますけど、こ

れも充実させていく方向で進める必要があると思います。それからこれも全庁

的にというふうに大綱の２番目の所に書いてありますので他局とも協力しなが

らですね、今、生涯学習センターなどで支援を行っています。 

 実はうちの研究室の学生も、それに行ってるんですね。それで、彼女に、

「どうだ」っていうふうに聞きましたら、「とても、子どもの生活環境を理解

するにはいい機会です。」と「教員になって絶対役立つと思います。」という

ことでそんな言葉が出ました。「どういう子が来てるの」と聞くと「とても優

秀な子もいます。それから、私は専門家じゃないんですけど、ちょっと発達障

害があるようなお子さんも来ています。外国籍の子ももちろん来ています。そ

ういう子たちが一生懸命勉強しています。」という答えが返ってきました。 

 市長言われるようにエデュケーションが子どもの才能を引き出すということ

ですので、是非全ての子どもに、その才能を引き出す機会ということで、とて

も良い取組であるし、今後充実させていく必要があるなというふうに思ってお

ります。 
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 それから、これは自論ですけど、低学年の２年間ですかね、そこで生じる学

力差ってのは、かなり、後々効いてくるんだと思うんですね。低学年って言い

ましたけれども、もっと前からかもしれません。この間、第一幼稚園の研究発

表会（全国幼児教育研究協議会東海北陸保育研究会）を小栗委員、船津委員と

一緒に見に行ってきましたけど、とても良い保育をされています。そういった

小さい頃から、いかに充実させていくか、特にこれも中教審の審議の中に、特

に低学年の頃に生じた語彙力の違い、これが後々すごく影響してくるっていう

ようなくだりもありました。 

 本市は、３０人学級、低学年を３０人学級でやっていますけども、是非こう

いった低学年教育の充実を図っていくことが、子どもの貧困に対応するってい

うんですかね、そこからつまづかせないっていう大事なポイントだと私は思っ

ています。以上です。 

（司会者） 

 野田委員、どうもありがとうございました。 

 それでは続きまして、船津委員にお伺いしたいと思います。船津委員は日頃

から、大学生の就職に関しての質問などの相談も多々受けていると伺っており

ますが、将来の針路を応援するということも、うたってありますこの大綱なん

ですけど、どのようにこの教育委員会に取組としてされていこうとされている

んでしょうか。ご意見お願いします。 

（船津静代委員） 

 はい、私、今お話にありましたように、大学で就職相談を担当しておりま

す。最近よく感じるのは、大学の就職相談、割と就職率のいい大学にいるので

すけども、相談は２週間先までいっぱいなんです。一日中学生に会っているん

ですけど、結果から言うと、元気に就職していきます。一時的に私たちに会っ

てくれて、羽を休めたりとか、わからないことを聞いて行く。ある時期から、

非常に相談する人の垣根がぐっと下がって、相談に来る学生たちが増えたタイ

ミングがあったんですね。キャリアカウンセラーたち、皆で、どうしてなんだ

ろうって話をしていて、やっぱりそれまでの（小中高等）学校で、スクールカ
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ウンセラーという制度で、何かあったときにそういうところで相談した経験が

あるとか、使った経験がある子たちは、何かあったとき、相手にそれを求めて

いいんだっていう、自分の存在自身大事なんだっていうのが分かって、相談に

来る学生たちが増えているのではないかと思います。そういう学生たちは、ま

あ有名な企業さんにも就職して行かれたりしています。 

 一方で、見ていて先ほど齋藤先生が最近子どもが幼稚になってきているんだ

って話があって、大学生は心配いらないってお話もあったのですけど、そうは

思えなくなってきています。もう大学生でも、言葉がなんだか薄いなと思う学

生たちが残念ながらいます。でも私たちは全員の就職を支援していますので、

人生はどこでもやり直しがきくと思っていますので、心配はしていないんです

けど、なんでこういうふうに薄いんだろうって思ったときに、言葉を字義どお

りにとらえてしまうという傾向があるのかと思います。言葉の裏側にその人が

どんな意味があってものを言っているのかとか、そういわれても、齋藤先生も

昔はこうガーッと言って、バウンドして返ってきたところから始まるんだって

話ありましたけども、それもなくもうそのシューっと字義どおりにモノが入っ

ていってしまうと。その影響か、ハラスメントの問題とか出てきてるのではな

いでしょうか。その違いは何かなって思うと、やはり、それまでに学校だった

り、家庭だったりで、大人にものを聞いてもらった経験があったりとか、いろ

んな会話をしていって、その言葉にどういう意味があるのかということを、あ

あいう意味かな、こういう意味かなって考えてきた子たちは、自分でものを考

えて、前に進んでいけるのではと感じます。 

 そういう点でいいますと、学校の中に応援委員会が設置されて、先生の仕事

を奪うのではなく、立場の違うところから、つまりちょっとお節介な人たちが

学校に入ってですね、子どもは、人を選んで話をして、あっちいってみたらこ

うだった、こっちいってみたらこうだったっていう経験をしながら、あ、自分

はそういうことを聞いてもらえる存在だし、応援してもらってるんだと思える

とよいと感じます。先ほどからの子ども応援大綱も、応援応援って言ってます

が、子どもたち自身がやっぱり応援されているんだっていう実感がない限り

は、これ空回りで終わっちゃうと思います。そういう点で子ども応援委員会が

あちこちからどんどん、入られてから間もないですので、いろんな現場の混乱
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もあると思いますけれど、子どもが応援されているんだっていうことを益々実

感できるというのが、卒業してからもつながっていくといいなと思わずにはい

られません。先ほどスクールカウンセラーの前田さんも子どもが安全に安心し

て学校に行くというお話がありました。実はキャリアを考えたときに、前に小

学校の先生から言われたことがありました。キャリア教育の話を学校にしに行

かせていただいたら、「キャリア教育って特別なことではなくて、今までの教

育の中には、生きるために必要な力を身につけるっていうことでいうと、教育

課程は全てそうなんだ、でもそれをキャリア教育っていう眼鏡をかけて見ると

いろんなヒントが一本すっと筋がとおるし、発達段階で教えていくことが見え

てきますよね。素晴らしい機会だと思うし、それに関わる大人も元気になるん

で、一緒にやっていきましょう。」っていうお話をさせていただいたら、先生

は「現場は頑張る。キャリア教育にあまり理解のない先生もまだいるけど、僕

も頑張ろうと思っています。でも、その子たちが家に帰っちゃったら、またゼ

ロからスタートなんです。時にはマイナスから出てくるんです。」そういうふ

うに言われて、「でもね先生、全ての子どもに平等に機会があるのは学校なん

だと。家でどんな問題があっても学校に行って、学校で話を聞いてくれる人が

いて、それを信頼できて大人になれたら、それはその先生たち頑張ったって言

えるじゃないですか。」ということで一緒に頑張りましょうって私は言いまし

た。教育のフィールドが、地域にも広がっていって、昨日私は、応援委員会さ

んの会議を小嶋先生と見学させていただいて、頑張っていらっしゃるなって思

った中に、最近の取組として、子どもに寄り添うだけではなくって、先生に指

導をされる、先生とお話をされるとか、ＰＴＡ（の会）に出ていかれてお話を

されるとか、そういうのが応援委員会の力になっていくんじゃないかなと思っ

ています。そうやって地域とつながっていく、杉﨑教育長もスクールポリスの

お話をされました。私、スクールポリスの方に「どういう仕事されているんで

すか、学校は５時に終わらないじゃないですか」とお聞きしたら、地域のお祭

りに出て行って、ＰＴＡの方と一緒に子どもの見守りをしたりするんだと。そ

ういうお話もされていました。スクールソーシャルワーカーの方も、子どもの

抱えている問題の裏側にあるものをおうちにつなげていく作業をしているんで

すとおっしゃっていました。学校が地域の中心になって、それで大人も元気に
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なるし、そういう中で育った子どもたちが応援されているっていう気持ちにな

って成長していくには、子ども応援委員会の取組ってとても大事だと思ってい

ます。 

 最後に実は私、ナゴヤ子ども応援大綱ができた時に（教育委員会に）いなか

ったので、一点すごく気になる点があります。キャリア教育っていって、司会

の方からもお話のあった「なごやっ子の育ちと針路を応援する仕組みを確立」

ってあるんですが、「大きくなったら何になるの？という将来の針路を応援し

ます」とあるんですけれども、大きくなったら何になるのって質問だけをされ

ていると、子どもは正解で答えなきゃいけないって感じたりする。だから大き

くなったら何になるのっていうふうに聞く以上は、そこに寄り添って、その子

たちの言ってることがどんどん変わっていくのに付き合っていってあげなきゃ

いけないと思います。ご存じだと思いますけれど、アメリカの研究の中には、

今の職業は、子どもたちが大きくなったら、ものによっては４５％、ものによ

っては６５％もなくなっていると発表されています。そういう中で、大きくな

ったら何になるのということを、今、問いただすことが、本当に必要なのかな

あっていうのがちょっと気になります。この文言でいうと、「大きくなったら

何になろう？」っていうくらいに、一緒に聞いてあげるくらいの文言に変えて

いただけると、最初の齋藤先生の質問力でいうと、「大きくなったら何になろ

う？」って一緒に考えてあげられるとよいと思います。そういうことを教育委

員会の文言として盛り込んでいただけたらと思いましたので、河村市長、ちょ

っとお考えいただきたいと思います。以上です。 

（司会者） 

 ありがとうございました。船津委員は平成２７年１０月から就任ということ

ですから、そのときいらっしゃらなかったということで。まだまだ改善する点

があるということで、良くなる可能性があるということで。貴重なご意見あり

がとうございました。 

 さあ続きまして、梶田委員にお伺いしたいと思います。梶田委員は、企業経

営者である一方で、歴史や文化にも大変造詣が深いと伺っております。歴史や

文化を大切にする心を育むということが掲げられていますが、そのためにどの
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ように、伝えていくのがいいのか、そのための教育委員会での役割についてご

意見を頂戴したいと思います。 

（梶田知委員） 

 はい、梶田でございます。 

 話は大分これまでとは変わりますが、７月に都市ブランドイメージ調査とい

うのが発表になりまして、名古屋市の順位というのは、８都市中最下位。しか

も、魅力度、魅力ある街のアンケートを取りますと３％の人しか名古屋と言わ

ないという、大変このアンケート調査の結果は悲惨なものでした。でも、私は

そうじゃない、本当に８都市の中ですごく魅力のある都市だろうな。ただ、教

えられていない、教えていない、ということかなと。私も海外に行くことがよ

くありまして、海外の方から名古屋について質問されると、名古屋の魅力は何

ですかということをよく聞かれるのですが、以前はトヨタ自動車、トヨタ自動

車が愛知県にあって名古屋はそのすぐ近くのまちです、ということが自慢話だ

ったのですが、最近、教育委員会で勉強させていただく機会があって、今では

トヨタ自動車の源は名古屋まつりにあり、というふうに考えるようになりまし

た。 

 名古屋まつりは、先月も本当にすごく盛大に三英傑の行列を始めとして、山

車揃だとかそういったものが行われて、大変、大勢の人たちが集まっていま

す。皆さんのお手元には、今日、「文化財ガイドマップ」というのがあると思

うのですが、ここには名古屋の山車行事のことについて説明がされています。

今でも名古屋では、１２の町内で３０両の山車があると、昔から引き継がれて

いる山車が３０両もあるんです。この名古屋まつりで、そのうちの数両が山車

揃として出されるわけですが、名古屋まつりの原型は、４００年前、徳川家康

の３回忌の時に名古屋に東照宮が建てられた、その時に、大八車を２両組み合

わせて、西行桜の能人形を飾った山車が引き出されたことに始まるんだそうで

す。その翌年に、この能人形を飾った山車が進化をいたしまして、弁慶と牛若

丸が五条橋で大立ち回りを演じるからくり人形を載せた行列を行った。これが

大人気を呼びまして、周りの各町内が競うようにしてからくり人形の載った山

車を作り出して、それがどんどん、どんどん発展をしていったんだそうです。
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２５０年の間にお祭り好きの徳川宗春だとか、徳川斉朝だとかいう、本当にお

祭り好きの大名が現れまして、益々発展をして、２５０年間の最後の頃には総

勢６，８００人が行列をつくったということです。そのときに名古屋にはから

くり人形を作る専門の技術者、職人がたくさん現れまして、名古屋はからくり

人形の大産地となっていったと。それが、おそらく名古屋、愛知県のものづく

りの原点ではないか。からくり人形の技術が、いろんな分野に波及していっ

て、そして、これは私の想像かもしれませんが、トヨタ自動車を産んだのでは

ないだろうかということだと思います。 

 先ほども言いましたように、今でも山車祭りが１２か所、３０両で、名古屋

で行われている。先日も世界遺産の無形世界遺産登録に、たくさんの山車だと

かそういったものが登録されましたが、残念ながら名古屋の山車が一つも入っ

ていなかったのが本当に残念であります。こんな素晴らしい文化、歴史を持つ

名古屋を、まず、ちゃんと名古屋の子どもたちに教えて、その子どもたちが世

界、他府県に行って、そして世界に行って、名古屋のこういった歴史や文化、

伝統というものをちゃんと引き継いでくれる、そしてまた、ものづくりにも興

味を持って、そして今後の名古屋の経済を支えていってくれたらなと、そんな

ふうに思っておりますので、是非、歴史を教える、文化を教えるということの

重要性というものを認識しながら、教育を進めていってもらいたいなと感じて

おります。以上です。 

（司会者） 

 ありがとうございました。さあそれでは最後に、小嶋委員にお伺いしたいと

思います。小嶋委員はですね、今年１０月から委員にご就任されましたが、こ

れまで医師として心の問題に向き合ってみえた経験、そしてですね、ご家庭で

は児童・生徒の保護者としていろいろなご意見をお持ちだと思いますが、小嶋

委員のお考え、そして抱負をお願いしたいと思います。 

（小嶋雅代委員） 

 ありがとうございます。なにしろ新人の委員なものですから、大変緊張して

おります。 
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 名古屋市ではというより、名古屋市でも痛ましい出来事が起きて、これまで

名古屋市として、名古屋市教育委員会として、いくつものいじめ・自殺予防の

対策というものを積み上げてきたということは、今日、前半の方でご覧いただ

いたとおりだと思います。 

 新人委員として、個人的に思うことを、この短い間ですけれどもこの問題に

向き合ってきて思うところを述べたいと思います。私自身、思うこととして

は、いじめ・自殺予防対策といった具体的な対策というのは、とても大事であ

ると思うのですが、それと並び、まずやはりこれは健康というもの、健康とい

うのは心身の健康、表裏一体で、児童自身がまず健康の大切さ、そのための健

康な生活習慣というものがどういうものなのか、そしてそれを身に付ける重要

性というのを、これを低学年のうちから学ぶ、これは保護者と一緒にだと思い

ますが、学ぶ必要性があるのではないか、というふうに深く思います。その上

で、健康の大切さ、命の重さ、多様な個性を持つお互いを尊重する、共に協力

して社会を作り上げていく、ということが分かっていくと思います。それを小

学生低学年のうちから重ねて、重ねて、考える機会というのを小学校では設け

るべきではないかというふうに思います。 

 そうやって考えていきますと、これは健康なまちづくりと同じことではない

かと。私、公衆衛生が専門ですので、今まで考えてきた健康なまちづくり、名

古屋市としての健康増進政策と全く何ら齟齬がないことであって、その今、超

高齢化社会を迎えるに当たり皆様ご存じかと思いますけれども、今、国を挙げ

て地域包括ケアシステムというものの構築に力を入れております。認知症を抱

えたり要介護の状態であったりしても、地域でいきいきとお年寄りが暮らせる

ようなシステムを作ろうと頑張っており、かなり体制が整ってきたところであ

ると思います。 

 名古屋市ではいきいき支援センターというところがその中心になって、各区

に回ってやっているわけでありますけれども、全くこの子ども応援委員会も同

じようなシステムで考えられるのでないか。学校を核として、子ども応援委員

会と先生方が協働して、地域の子ども、これは子どもだけに限らない、一緒に

お年寄りも、働く方、皆一緒のことですよね。心と体の健康を皆で応援してい
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く、っていうようなことが考えられないか。あ、皆一緒だ、だから皆一緒に健

康に楽しい名古屋にできるんじゃないかっていうふうに考えています。 

（司会者） 

 どうもありがとうございました。 

 皆様のご意見伺っていると、本当にそれぞれがどれも大切、どれも重要な役

割を持っているご意見を頂戴したなあと思っているんですが、教育委員会で

は、教育振興基本計画という法律に基づく計画を定めているんですね。その委

員の皆さんのお考えを、施策・事業としてどのように進めていくのか、改めて

事務局代表でもあります、杉﨑教育長にお尋ねしたいと思います。 

（杉﨑教育長） 

 計画がどうかということなんですが、今、各委員の方からも意見がありまし

たように、やはり、子どもだけでなく、高齢者とか障害者とか皆がこう元気で

ある名古屋のまちというのがいいのかなと思ってまして、皆さんの元気が名古

屋の元気だということで、私どもメンバーでいつも話し合っておるんですが、

私は２８年４月の教育長就任の挨拶でも申し上げたのですが、市長は教育委員

会のことをエデュケーション委員会とかおっしゃっておりますけれど、私はそ

のときに人生応援委員会というのがいいのではないかと、話をしました。やは

り子どもさんだけじゃなくて、高齢者の皆さんや障害者の皆さんも教育に限ら

ず歴史、文化ですとか、スポーツですとか全ての面でこう、元気に暮らすこと

ができるような、そういうまちであるべきかなと思っていまして、そういう同

じ方向を向いて教育委員一同頑張って、この名古屋市の教育振興基本計画をし

っかり実行していきたいなと思っております。以上です。 

（司会者） 

ありがとうございました。もっともっと皆のご意見とか、皆さんからもいろ

いろご意見を頂戴したいなと思うのですが、時間が残すところあとわずかとな

りました。最後になりますが、河村市長、統括してご意見を頂戴したいと思い

ます。 
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（河村市長） 

 総括するような立派な人間じゃありませんので、なんですけれども、今の日

本のエデュケーションが成功しとるのかどうなのかちゅうか、なかなか悩まし

いとこですね。一応経済力が強いもんだから、それはそれで、日本の財政危機

というのは嘘ですから。圧倒的に金を持っておる国はこれ日本、ということな

んだけども、そういう中ではまあ一応やっとりますけど、どういうか、右に倣

え的なのはたくさんありますしですね。子どもさん、まぁ忙しいわ、みんな、

本当に子どもが。学校二つ行かないかんで、塾の先生は立派ですけどね、私は

大好きなんですけど。何の保障もないのにどえりゃあやってるもんですんで。

それはそれということですけど、いじめの方の方でいうと、私はよう訳分から

んのは、指定都市市長会というのがあるんですよ、政令指定都市２０都市あり

ますけどだいたい人口１００万くらいの都市がね。そこへ行って２回行ってき

たんだわ、公式に。名古屋ではこういう取組をしてますよ、といじめに対して

ということで、専門家を養成しながらといって、是非見に来てくださいと。そ

こでいろんなこっちはこっちで学ぶこともあるだろうし、アドバイスもします

よといって、２回言いましたからね。で、何市が来たと思います、２０市あり

ますけど、政令指定都市。ゼロですね。ゼロですわ、２回とも。これが現状で

すよ。わしは、これ、どうなっとるんだと、いっぺん神戸の市長がですね、

前、総務省だで分かっとるんで、わしがトイレに入ったときに横に来まして、

子ども応援委員会、どういうふうにって聞いたことがありました。現実的に見

においでになったところはゼロ。大阪市はこないだありましたけど、あれは名

古屋城、まぁ大阪城の方がほとんど民営化して大成功しておりますんで、それ

に対してと、こっちからも行って、ということで代わりにいっぺん応援委員会

を見に来てということで、二人来ましたけど、まあ無理ですわとか言って帰っ

て行ったと、いうことでしょう。ほんだでねぇ、本当にうまいこといくんか

ね。わし、本当に心配してますよ、実際。こんなふうだもん。トヨタの車はえ

えやつを作らんと、これはフォードやＧＭに負けますから、日本でいえば、ホ

ンダのＣＶＣＣエンジンのほうが早かったんですけど、負けましたから、競争

が働くといいんだけど、独占の世界でですね、そんな税金で食っとる人間ばっ

かでですね、本当にこれ子どもが自立してと口で簡単に言いますけど、本当に
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そういう社会ができてくのかと。幸せな子どもはいいけど、いろんなことで体

が不自由であったり親が離婚したりといろんな苦しみがあるとこで、そういう

子どもさんたちにも等しくチャンスが与えられてですね、伸びてくふうになっ

ていくと、いうふうに本当になるんかね。わしはね、相当疑問を感じるんです

わ、実は。 

 だから、よほどの気持ちを持って取り掛からないと。マスコミもほぼゼロで

すよ、報道は。ゼロです。そういうことでちょっと新たなことを言います、い

ま杉﨑が言っとったけど、子ども会連合会が非常に協力してくれて、これどう

いうことか言いますと、一番最初に分かったのは、こないだ西区のある中学校

で一人亡くなられたわね、子どもさんが自殺しちゃったあのときに、批判した

マスコミがおったけど、何を言っとるんだと、教育委員会だけの独占じゃない

ぞとこの子どもの命はと言って。そいで私直接入ってきました、８人くらい

の、校長始めヒアリングしましてね。あ（ヒアリング）の時にそのへんの（子

ども会の）ところ、あれで行きましたけど。 

 ある人がですね、そこじゃないけど、違うとこの民生委員のお偉いさまです

けど。悪いけど学校の先生がいろいろ言っとるけど、今、大きな問題はお母ち

ゃんが大変でですね、みんな、ろくでもない親父と結婚して別れてですね、夜

８時、９時まで働いとるんだと。だから、学校に来い言ったって来れんじゃな

いですかと。だから夜８時９時に家庭訪問せないかんと。だけど、学校の先生

も行ってないじゃないかと、行った人もおるかも分かりませんよ、その人が言

ったのは、ほとんど夕方帰ってくじゃないかと。夕方かちょっと夜か知りませ

んけど、そういうの作らないかんわーいうて、だで、ＳＳＷの出番だと思うん

だけど、ＳＳＷも今度、真ん中でやっていただいておるけど、課題とすると地

域の人じゃないから。問題は、例えば、不登校になったときに僕らでいったら

古出来町だったら祭りやってまして、祭りずっとやっとるんだけど、祭りにで

も出てきたらどうかと囃子の練習にと言ったって、出てきませんよ、そんなの

本人に言ったって。一緒についてってあげるわと言わないとだめなんですよ。

だから子ども会の人のええところは、明日ソフトボールの練習があるでね、一

緒に私がついてってあげるで、来たったらどうと、例えば。そのような活動を

スタートすると、いうことで、これは世界で初めてになると思いますけど。子
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ども会はどうもないようですので、これも一ついいし、今はもう次の段階を考

えておりまして、何かというと夜８時、９時いうと女の人が行くには大変苦し

いわね。多分、相当問題になっとる家庭が多いと思うんですよ。だで、消防団

は女性もおるけど男がほとんどですけども、地元の男でおっさんでトレーニン

グされてますから、是非いっぺん、子ども応援委員会のスクールソーシャルワ

ーカーなりスクールカウンセラーとそれから子ども会の人とそれから消防団と

行って、どうだと、明日ソフトボールの練習があるで、出てこりゃあと、わし

がついて行ってあげるでと。そういうようなことができんかと、いうようなこ

とをいっぺん。血も涙もある、そういう展開をしていこうということで今お願

いしとるところでございますけど。そんなことでよ、歳も取ったで、がきんち

ょが立派になっていくことが全てでございますんで、そういうことでやっとり

ますんで、是非一ついろいろ、またなかなか大変ですわ、これは本当にね。 

（司会者） 

 大変だからできるかなぁ、って市長言わないでやってほしいと思ってしまい

ます。私、保護者ですから巻き込んで、地域の人を巻き込んでやっていくしか

多分ないのかな、点じゃなくて面でというところだと思うんです。 

（河村市長） 

 数であんまり言っちゃあいけないけど、昨年まで２年間で１，８００人超え

ましたからね、ｔａｋｅ ｃａｒｅしてる子どもさんの数。相談件数は１０，

０００件近くて、うれしいことかどういうことか知りませんけど、また今年倍

くらいになるみたいで、年間１，０００人の子どもさんの悲鳴に応えていると

いうことで、これほんで何が分かるかいったら、これあるのは日本中で名古屋

市しかないですから、こういうのは。他の都市は学校の先生が一緒にやっとる

んだろうけど、ほんと大丈夫かね。これ感じますよ。すぐにお金がない言いま

すけど、嘘です。これは。財政局は嘘ですから。 
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（司会者） 

 きっと課題っていうのは本当に、きっと市長もいっぱい持ってらっしゃると

思うんですけども、一つひとつ本当に着実にということで。 

 今日この会場にお越しの皆さん方にも、言いたいっていうご意見なんかもあ

ると思うんですが、ちょっと時間の関係上、ご感想という形で。１名くらいい

けるかな。１名なら。はい。いけるってことで。もしご感想がいただければと

思って、皆さんからのお声を頂戴したいと思いますが、すごく早かったので、

いいですか。こちらの前から１，２，３，４列目の、はい、男性の方が。ご意

見頂戴したいと思います。ご感想を頂戴します。 

（市民） 

 私、実は昭和区の発達障害対応（支援）員をこの４月から任命いただいて、

今、学校の中に入っておりますが、実は、学校の中は、市長がおっしゃるよう

に、本当に先生が大変だな、と。なかなか僕たちは、教育委員会の会議の中で

もですね、話をする時間がないということで聞いてはおりましたけどね、なか

なか話ができない。ということは、実は生徒もせっかく担任がああみえるのに

教室に入るのに、大変な緊張をしてですね、廊下から来るわけですが、本当に

相談したいときに悩みが相談できないんじゃないかな、とこんなふうに思うわ

けでございますが。市長がこういった応援委員会をお作りになったという経過

も分かりましたが、私もＥＳＤの中の発展で子ども応援委員会ができたな、と

ちょっと誤解をしておりまして、今日は来て非常によかったな、と思っており

ます。パートタイムジョブだもんですから、先生ともうまくコミュニケーショ

ンができませんが。 

 実はうちの学校は全国合唱コンクールにおいて入賞しまして、非常に私も栄

誉だなと、楽しく思っておりますが、実は、この音楽の先生が大変な指導者で

ございまして、体育祭、音楽祭、学校行事の中で非常に大事だけれども、この

中でよく、合唱の中でパートリーダーを養成したりして学習の楽しさ、そうい

ったものを授業の中で一生懸命に取り入れて、全国大会に入賞してくれたなあ

って、非常にうれしく思っておりますが。将来の子どもが楽しい学校にするに
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はやっぱり授業が楽しくならなけりゃいけない。いくら授業で子どもが成績を

取ろうと、楽しくなければいけない。 

 もう一つは、市長にも申し上げていきたいのですが、今、フェアトレードタ

ウンということで本市は、２つ目の市となったわけですが、フェアトレードっ

ていうのは、３年生の英語、それから１年生の社会科等々に最近出てくるよう

でございますが、これも先生方は非常に、簡単にと言いますか、教科書どおり

にやられますけれども、もう少し環境教育の視点から、環境サポーターだと

か、そういうのにもっと僕たちはノウハウを持ってますんで、そういう意味で

ですね、やはりいろんな環境教育のものの中から提案もできるわけでございま

すが、そういう意味でいろんな形で教育を楽しくするという方法が望ましいな

と、思っております。急に手を挙げて申し訳ございませんが、とにかく、名古

屋市もインクルーシブ教育という言葉を目指して来られるということは先日の

研修でも聞いておりますけれども、やはり、多文化共生、こういう点では是非

進んでいっていただきたいな、と。発達障害あるいは不登校生に対して、是非

目を向けて、本気になってね、我々が大人が、やらないといけないと、こんな

ふうに思っておりますが。時間もないようなので。 

（司会者） 

大変貴重なご意見ありがとうございました。 

（河村市長） 

 せっかくなんでほんなら、話しときますがね、フェアトレードというのは、

まぁ、言ってますけど、対義語というか対語はね、フリートレードです。フリ

ートレードというと自由貿易ですけど、自由貿易やりますとですね、完璧な自

由貿易やると、どうしても、昔でいうマルクスレーニン主義の帝国主義になる

んです、これ。それではいかんと。しかし人類は、そうじゃなくて、フェアト

レード、一つの騎士道精神「Ｃａｐｔａｉｎｓ ｏｆ Ｉｎｄｕｓｔｒｙ」じ

ゃないけれども、やっぱこうしなきゃならないという気持ちが、これが自由の

領域をカバーしてきたという思想なのですよ。だから応援委員会でもそうです

よ。皆さん、これは僕も自分で言うのもなんですけれども、うちもそう金持ち
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じゃないですけれども、そこそこ健康に生まれて、そこそこに過ごせて来たと

いう人間は、フェアトレード、ちょっとでも高くでも、物を買って、産業を育

てていくという思想が必要なんだと。なんだかんだ言って、夜一杯飲めりゃあ

そりゃ幸せでしょう。そういう人間は、やっぱり、例えば、体が不自由だった

り、家庭が離婚して大変だった人たちをやっぱり応援する務めがあるんです

わ。だから、そういう思想の一環だと思いますよ。だから、そういう教育にな

っていかなかん、エデュケーションってそういうことでしょう、と思ってます

けど。 

（司会者） 

 確かに、フェアトレードは、またここで名古屋から全国に発信している、常

にモデルケースというか一番難しいところにトーンと飛び込む名古屋市そして

河村市長なんですが、何といっても「日本で１番子どもを応援するまち ナゴ

ヤ」ということで、いろいろなご意見あると思うんです。そして大分延長して

しまいました。まだまだきっと皆さん、熱い思いがあって、たくさん発信した

い方たちもたくさんいると思いますので、是非、それを市長にまとめていただ

きまして、形にしていただき、私たち保護者も巻き込んでいただいて、より良

い子どもたちの環境を作っていきたいなと思っております。 

これをもちまして、ナゴヤ子ども応援会議、閉会とさせていただきます。河

村市長、教育委員会の皆様方、そして、西山先生、山野先生、本日はどうもあ

りがとうございました。 


